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研究成果の概要（和文）：本研究は，英語に対して苦手意識のある高専生のうち，特に低学力の

学生に対象を絞って教材を開発した。 
第一に，高専生を対象に文法テストを実施し，低学力の学生にとって苦手な文法項目を調査

した。次に，本研究ではプレゼンテーションスライドを用いて文法を動的に解説する教材を作
成し，インターネットを通じて学習者が教材を閲覧できるようなネット配信システムを構築し
た。最後に，当教材による学習効果は B.A.C.E.テストを用いて検証し，平均点に若干の伸びが
あった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is was to develop an English grammar 
lesson with video instruction for high school science students taking ESL, who are at an 
elementary ESL level and dislike studying English. 

Initially, the researcher investigated what grammatical categories were difficult to learn 
for said students. Secondly, the researcher made visual presentation slides for teaching 
grammar. Additional voice instructions converted to video files were distributed to the 
students via the Internet. Lastly, the average score of English tests (B.A.C.E.) had 
increased after one-year of instruction with this material.  
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１．研究開始当初の背景 
 近年の国際化に伴い，高専生に求められる
英語力はますます高度化している。この要求
に対して，教材や指導法に関する研究がこれ
までに数多くなされ，例えば英語多読授業や
マルチメディアを利用した英語授業といっ

た研究成果につながってきた。その一方，正
課の授業が高度化するにつれ，授業の内容や
進度についていけない学生がいるのも事実
である。彼らの多くは英語に対して中学生の
ころから苦手意識をもち，また大学受験とい
う強制力が無いことも相まって，ますます勉
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強しなくなるという負のスパイラルに陥っ
ている。このような状況から低学力の学生を
救うためには，補習等を実施し，一人一人の
ニーズに即した指導が必要であると思われ
るが，残念ながらそのような時間を確保する
ことは年々難しくなっているのが実情であ
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，低学力の高専生の為の補
習動画教材を，インターネットを利用して配
信するシステムの開発である。 
 大学受験の為ではなく，卒業後の実社会に
おいて，技術者として通用する英語力を養成
することを目標としている高専の英語授業
に沿った教材は少ない。そこで本研究は，英
語に対して苦手意識のある高専生や理系大
学の学生の中でも，特に低学力の学生に対象
を絞って教材を開発する。対象者を低学力の
学生に絞っていることから，効率よく指導を
行うことができ，彼らの英語基礎力の向上が
期待できる。また，苦手意識を克服すること
により，英語学習に対するモチベーションの
向上も期待できる。さらに，本教材は，オン
ラインによる無料配信を前提としているた
め，学習者は場所や時間を選ばずアクセスが
可能である。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては，高専に特化した補習教
材の開発を主たる目的としている．したがっ
て，従来から大学や予備校等で実践されてい
る，授業を単にビデオ録画したような教材で
あってはならない．そこで以下の点に気をつ
けながら教材開発に取り組む。 
 
(1)高専生がつまずく学習項目の調査 
 過去に行ったアンケート調査では，高専に
入学してくる学生は英語に対して苦手意識
が強い学生が比較的多い。それらの苦手意識
は中学校の学習でつまずいた経験によるも
のであると推測することができる。そこで，
どの文法項目が苦手で，それはなぜなのかを
中学での指導内容にまでさかのぼって突き
止めることによって，重点的に教える項目を
精選する。同時に教える側の視点からも低学
力の学生の苦手項目は何かについて考察す
る。 
 
(2)高専生にふさわしい例文や題材をもとに
教材を作成 
 高専生で指導するにふさわしい語彙や例
文データを収集して利用することにより，高
専生に特化した文法指導教材を作成するこ
とができる。ただし，単に素材を羅列するの
ではなく，動画教材の利点を生かし，動的に
説明する教材作りを心がける。 

 また，大学受験対策問題のような重箱の隅
をつつくような類の演習問題（例えば鯨の構
文 A whale is no more a fish than a horse 
is．を理解させる問題など）ではなく，文の
仕組みを段階的に理解させるワークシート
を配布することで，文法項目の定着を図る。 
 
(3)教材をインターネット上で無料配信 
 教材は，インターネット上で無料配信する。
また，アクセスの記録を残すことで，視聴状
況を把握する。したがって，パソコンさえあ
れば，学習者はいつでも，どこでも，何回で
もアクセスが可能である。 
 
(4)当システムの学習効果を測定 
 本教材と学習者の学力の伸びとの相関関
係を調査し，教材の改良に応用する。 
 
４．研究成果 
(1)高専生がつまずく学習項目の調査 
 香川高専詫間キャンパスにおいて，定期テ
スト及び外部テスト B.A.C.E.および A.C.E.
テストを行った。結果としては，文法項目
に寄って，多少の難易度の違いがあるよう
だが，英語が苦手な学生はどの文法項目も
おしなべて苦手である事がわかり，全ての
項目において分かりやすい教材を作成しな
ければいけないことが判明した。  
 
(2)高専生にふさわしい教材の作成 
 英語母語話者に依頼し，教材の素材となる
単純な英文 677 文を作成した。作成された例
文を参考に，文法解説のスライドを作成した。
具体的な項目と例文の数を以下に示す。 
 ・基本表現(50)  ・名詞句，動詞句(40) 
 ・S,V,O,C を含む文(60) 
 ・完了形(40)   ・助動詞(56) 
 ・受け身表現(50) ・不定詞(60) 
 ・動名詞(30)   ・分詞(50) 
 ・比較(40)    ・関係詞(65) 
 ・仮定法(41)   ・時制の一致(20) 
 ・その他(75) 
 
 一方，英文翻訳されたマンガにおけるセリ
フのコーパス化も行い，会話教材の素材デー
タベース（3342 件）を構築した。（図１）こ
れには低学力の学生のモチベーションを引
き出す狙いがある。 
 これらのデータを基に作成されたスライ
ド教材を図２に示す。 
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